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【手続補正書】
【提出日】令和3年2月8日(2021.2.8)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被検眼に対して固視標を呈示する固視標呈示手段と、
　被検眼の眼底に測定光束を投影する投光光学系と、前記眼底により反射された前記測定
光束の反射光束を受光する受光光学系と、を有し、前記被検眼の眼屈折力を他覚的に測定
する測定手段を備える眼科装置であって、
　前記固視標の呈示距離を設定する設定手段と、
　前記設定手段により前記呈示距離が設定された後、前記眼屈折力の変化が安定した状態
において、前記眼屈折力を取得する取得手段と、
　前記取得手段が取得した前記眼屈折力を出力する出力手段と、
　を備えることを特徴とする眼科装置。
【請求項２】
　請求項１の眼科装置において、
　前記取得手段は、前記眼屈折力の変化が安定した状態か否かを判定する判定手段を有し
、前記判定手段の判定結果に基づいて、前記眼屈折力を取得することを特徴とする眼科装
置。
【請求項３】
　請求項１または２の眼科装置において、
　前記被検眼と前記測定手段のアライメント状態を検出する検出手段を備え、
　前記取得手段は、前記検出手段の検出結果に基づいて、前記眼屈折力の変化が安定した
状態における前記眼屈折力を取得するための制御を開始することを特徴とする眼科装置。
【請求項４】
　請求項１～３のいずれかの眼科装置において、
　前記設定手段は、前記固視標の第１呈示距離と、前記第１呈示距離とは異なる第２呈示
距離と、を設定し、
　前記取得手段は、前記第１呈示距離における第１眼屈折力と、前記第２呈示距離におけ
る第２眼屈折力と、を取得し、前記第１眼屈折力及び前記第２眼屈折力の少なくともいず
れかは、前記眼屈折力の変化が安定した状態であることを特徴とする眼科装置。
【請求項５】
　請求項４の眼科装置において、
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　前記第１眼屈折力から前記第２眼屈折力への変化を報知するための報知情報を出力する
報知情報出力手段を備えることを特徴とする眼科装置。
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